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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
運動耐容能の低下は心機能低下例や狭心症などの冠動脈疾患例においてしばしば認めら
れ､予後予測の指標として臨床的に重要である｡またpulsewavevelocity(PW叫を用いた
Anerialstiqnessが心血管イベント発生や予後の予測因子となることが知 られている｡しか
し､Arterialstiffnessと運動耐容能との関連性については今までに明らかにされていない｡
今回我々は､62名の冠動脈疾患患者(67±7歳､男性49名)におけるpulsewavevelocity(PWV)
を用いたArterialstiffnessと運動耐容能の関係を検討した｡
全例で心肺運動負荷試験とPWVを測定 した｡患者をPWVの中央値(1622cm/see)で
high-PWV群(n=31)とlow-PWV群(n=31)の2群に分けた｡両群間に冠動脈病変の重症度に有
意差は認めなかったが､運動耐容能の指標である最大酸素摂取量(peakVo2)はlow-PWV群に
比Lhigh-PWV群でより低値であった.さらにhigh-PWV群では運動時の換気冗進の指標である
vENco2Slopeは有意に高値であり､心電図上のST低下出現までの時間は短かった｡多変量解析
においてPWVは単独でpeakV02との間で有意な相関関係を認め､またST低下出現までの時間
やVENco2Slopeとの間においても有意な相関関係を認めたo
結語 :PWVを用いたArterialstifFnessの測定によって患者の運動耐容能や運動時の換気冗
進状態を予測することが可能であり､虚血閥値の低下が関連 している可能性がある｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
運動耐容能の低下は心機能低下例や狭心症などの冠動脈疾患例においてしばしば認
められ､予後予測の指標として臨床的に重要である｡
本研究 は Arterial stifnessと運動耐容能 との関連性について pulsewave
velocity(PW )を用いて検討したものである｡PWVを用いたArterialstiffnessの測定
によって患者の運動耐容能や運動時の換気克進状態を予測することが可能であり､虚
血開催の低下が関連している可能性を示した価値ある業績である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
